
自立キャビネット、E・OE・BJ・SOEシリーズ
モデルチェンジによる仕様変更詳細

新製品 発行No. 発行月C推2-2025-03 2025年07月

自立キャビネットの下記シリーズについては、2025年10月にモデルチェンジを行い、品
名記号、仕様、価格および一部機種の納期区分の変更を行います。

対象商品と品名記号変更

 上記以外の自立キャビネット、LE、FUL、FZシリーズ、FJシリーズ、デスクキャビネット、冷キャビ、SE、は本件モデルチェンジ対
象外です。

 標準品機種のサイズラインアップに変更ありません。スマートオーダーにおいては大幅にサイズバリエーションが増えます。

シリーズ タイプ 現品名記号 新品名記号
2025年10月～

ｽﾏｰﾄ
対応
※1

E シリーズ E-A E-B ◎

自立制御盤キャビネット 基台なし E-A-N E-B-N ◎

鉄製基板なし E-A-F E-B-F ◎

基台なし・鉄製基板なし E-A-N-F E-B-N-F ◎

窓付 EM-A EM-B ○

連結開口付 EL-B/R/LOA 生産終了※2 ◎

換気口（スリット）付 E-L(S)A 生産終了※2 ◎

OE シリーズ OE-A OE-B ◎

屋外用 ルーバー付 OE-LA OE-LB -

自立制御盤キャビネット 遮光板付 OE-DA OE-DB -

ルーバー・遮光板付 OE-LDA OE-LDB -

窓付 OEM-A OEM-B ○

BJ シリーズ
分電盤用自立キャビネット

BJ-A BJ-B ◎

SOE シリーズ
ステンレス屋外用

SOE SOE-B ○

自立制御盤キャビネット 窓付 SOEM SOEM-B ○

※1 ◎：既にスマートオーダーに対応済みです。〇：2025年10月から対応予定です。-：非対応です。
※2 2025年5月をもって生産終了し、同等品はスマートオーダー専売品となりました。スマートオーダーにてご発注ください。
■スマートオーダーとは、web作図ツール「キャビスタ」で提供している、穴加工・オプションパーツ追加・塗装色変更など、カスタ
マイズキャビネットを簡単に作図・見積り頂けるシステムサービスです。
■上表記載の自立シリーズのキャビスタでのカスタマイズ加工について、従来の標準品穴加工（レーザー加工）および自立セミオー
ダーは2025年7月17日をもって受注を終了し、スマートオーダーに統合させて頂きます。詳細は別の製品NEWS「キャビスタ【自立形】
E・OE・BJシリーズレーザー穴加工をスマートオーダーへ統合・第2報」をご確認ください。
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仕様変更の概略

E・OE・BJシリーズの主要タイプについては、2024年4月に提供を開始したスマートオー
ダー自立キャビネットに適用した仕様を標準品に対しても適用するものです。また、SOE
シリーズおよび窓付タイプ（EM、OEM、SOEM）は新たにスマートオーダーに対応し、ス
マートオーダー品と標準品を同時かつ一体的に仕様変更します。
この仕様変更に伴い、これら標準品の生産工場は従来の菊川工場（静岡県）から、ス

マートオーダー自立キャビネットと同じ瀬戸工場（愛知県）に変更となります。

シリーズ タイプ 新品名記号 主な変更内容

E 鉄製
屋内用

● E-B 【シリーズ共通変更】
製品外観に変更なし。（溶接部の工法変更な
どによる仕上がりの違いはあり）

基台なし ● E-B-N －

鉄製基板なし ● E-B-F －

基台・鉄製基板なし ● E-B-N-F －

窓付 ■ EM-B メーターパネルを支える部材に構造・形状の
変更。

OE 鉄製
屋外用

● OE-B 【シリーズ共通変更】
製品外観に形状的な変更なし。
基台の溶融亜鉛めっき仕上げを塗装仕上げに
変更してRoHS指令（有害物質使用制限）に対
応。

ルーバー付 ▲ OE-LB －

遮光板付 ▲ OE-DB 製品外観に変更あり。各遮光板の左右折り曲
げ部分に通風を促すスリットを追加するなど
形状を変更。背面遮光板の取付作業性を改善。ルーバー・遮光板付 ▲ OE-LDB

窓付 ■ OEM-B メーターパネルを支える部材に構造・形状の
変更。

BJ 鉄製
屋内用

● BJ-B 製品外観に変更なし。
他シリーズと統一のため、基板の塗装色を変
更し、方眼目盛を追加。

SOE ステンレス製
屋外用
スマートオーダーでは屋内
用・屋根なしのSE（塗装あ
り）も選択可

■ SOE-B 【シリーズ共通変更】
製品外観に変更あり。屋根と基台の形状を変
更し、OEと外観を統一。
タテ1,200以下の小型機種は、タテ1,200超と
仕様を揃えたことで鉄製基板寸法が縮小。

窓付 ■ SOEM-B メーターパネルを支える部材に構造・形状の
変更。

実施時期 2025年10月6日 販売開始

●：発売済みスマートオーダーの仕様を標準品にも適用し、スマート品と標準品の仕様を統一。
■：新たにスマートオーダーに対応し、スマート品と標準品を同時かつ一体的に仕様変更。
▲：スマートオーダー非対応。標準品の仕様を変更。

E

OE

BJ

SOE
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① パッキン形状を変更。

旧 新

１ 写真はH1200超のものです。製品サイズによってロッド棒形状は異なります。

シリーズ共通の仕様変更内容
E OE SOE適用シリーズ

下記の変更が上記シリーズ全体に
適用されることを示します

中空構造のパッキン スポンジ状のパッキン

防水・防塵性の
信頼性向上のため

旧 新

溶融亜鉛めっき仕上げ

RoHS指令に非対応

塗装仕上げ

■変更の理由
「人と環境にやさしいものに」
一般的な溶融亜鉛めっき（通称
ドブメッキ）には有害な鉛と
カドミウムが含まれており、これ
を塗装にすることでRoHS指令に
対応します。
鋼材には、合金化溶融亜鉛めっき
鋼板（アロイ材）採用しており、防錆性に配慮しています。
本体の塗装色変更の際には、基台も同色塗装になります。

溶融亜鉛めっき仕上げは、スマートオーダー限定（標準50mm高さの
み）で選択可能です。
納期・価格については従来から変更となりますのでご了承ください。

② 屋外用基台の溶融亜鉛めっきを塗装仕上げに変更。 OE

旧 新

分割式段ボール梱包＋バンド巻き 一般的な段ボール梱包に統一

■適用機種
BJの全機種、E・OEの一部機種に採用

■適用機種
全シリーズ共通

E OE BJ③ 一部機種に採用していた分割式梱包を廃止。

3/14



旧 新

背面穴加工範囲、鉄製基板穴加工範囲は変更ありません。

④ D500の本体ボデーにおいて、全て背面合わせ構造に変更。

スマートオーダーでは
基板かさ上げが選べ、
この場合は基板中央部
分も穴加工可能となり
ます。

⑤ 背面合わせ部の曲げ寸法を変更。

【標準】

鉄製基板 背面

【かさ上げ】

E OE

A-A断面図

E OE BJ

■適用機種
E・OEシリーズ：

背面合わせ機種
BJシリーズ：

D300かつW800以上の機種

4/14

背面図 鉄製基板

一枚構造

穴加工範囲

背面図 鉄製基板

背面合わせ構造

鉄製基板中央部
に穴加工不可範
囲ができます。

旧 新

 E ：E50-710B、E50-712B、E50-714B、E50-812B、E50-814B、E50-914B、E50-1014B、E50-1214B（8サイズ、品名E-B-N、E-B-F、E-B-N-
Fについても同サイズが該当）

 EM：EM50-714B、EM50-814B、EM50-914B（3サイズ）
 OE：OE50-710B、OE50-712B、OE50-714B（3サイズ）
 OEM：OEM50-714B（1サイズ）
 OE-LD・D・L：OE50-710LDB、OE50-712LDB、OE50-714LDB（3サイズ、品名OE-D、OE-Lについても同サイズが該当）
上記機種についてはボデーが1枚 → 2枚の背面合わせ構造に変更となります。それに伴い、背面、鉄製基板の穴加工範囲が変更になりま
す。また、スマートオーダーでは、D450とD500の全てのサイズにおいて背面合わせとなります。

【参考】スマートオーダーメニュー「基板かさ上げ」

対象：背面合わせに変更となる標準サイズ品
（スマートオーダー非対応のOE-L・D・LDを除く）



旧 新

基台材料の統一に伴い、全て板厚3.2mmとなります。
外観上は変更ありません。
強度は当社規定を満足しています。

⑥ D250mm基台に4点固定用のアンカー穴を追加。

旧 新

アンカー2点 前後4ヵ所アンカー穴追加

全ての自立シリーズで4点アンカー固定が可能になります。

基台中
D250：板厚3.2mm
D350以上：板厚4.5mm

基台中
全てのサイズ：板厚3.2mm

基台本体枠
板厚3.2mm

旧 新

スマートオーダーでの下面開口プレート変更「塩ビ2分割タイプ」に
対応するため、ねじ穴を追加し、ねじ先端の逃がし穴として基台に
切り欠きを追加します。（これらの穴は標準品では使用しません）

⑧ 下面開口プレートの取付穴追加、基台側にねじ逃がし穴追加。

⑦ 基台の一部部材の板厚を変更。

E

E OE

E OE SOE

基台本体枠
板厚3.2mm
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旧 新

丸平座金（汎用品） コーナー座金（専用品）

大型製品において基台接続強度を高めます。
ステンレス製SOEも鉄製OEと同じ仕様に統一します。

W1000mm以上

SOEはサイズに
関わらず座金なし

W1000mm未満かつH2000mm以上
W1000mm以上かつH1200mm超

⑨ 基台接続部の座金形状と適用サイズ範囲を変更。

旧 新

アンカー用座金

単独自立時の耐震強度を高めるために新たに補強座金を使用します。
2種類の座金を製品サイズに応じて付属します。

⑩ アンカー用座金の形状と適用サイズ範囲を変更。

アンカーサイズ 全てのフカサ

H2000以上 M16 なし

H2000未満 M16またはM12

E 鉄製 t3.2
クロメートめっき仕上げ

OE

SOE ステンレス製 t2.5

E 鉄製 t3.2
クロメートめっき仕上げ

鉄製 t4.5
クロメートめっき仕上げ

OE ステンレス製 t2.5 鉄製 t4.5
塗装仕上げ※4

SOE ステンレス製 t3.0

アンカー
サイズ

D350未満
単独自立※1不可

D350以上
単独自立可

H2000以上 M16 なし※2

H2000未満 M16または
M12

※3

M12用穴 M12用穴

M12用穴

M16用穴

角座金

※1 単独自立とはアンカーボルトのみで設置することを指します。
・D350未満の製品ではアンカーボルト以外の転倒防止の処置を併せて行う
ことを前提としています。
・D350以上の製品ではアンカーボルトのみで設置した場合の耐震強度を、
当社の試験条件にて確認しています。
※2 M16アンカーボルト用の一般的な平座金をご用意ください。（施工側
ご準備品）
※3 アンカーボルトにM12を使う場合、一般的な平座金では基台アンカー
穴径に対して座金径が小さく、座面を確保できない可能性があるため、角
座金を付属しています。アンカーボルトにM16を使う場合は付属の角座金
は使用せず、一般的な平座金をご用意ください。

角座金 補強座金

E OE SOE

（仕様変更なし）

■適用サイズ

■適用サイズ

■材質など

■材質等

※4 補強座金の塗装色は、基台の塗装色に関わらず、標準ライトベージュ
色（5Y7/1）のみとなります。

E OE SOE

■新補強座金使用例
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⑪ H1200以下機種の操作性向上を目的として、
ハンドル、ロッド棒および支持金具の形状を変更。

旧 新

防水平面ハンドル（小）
ハンドル品番：H-85

防水平面ハンドル（小）
ハンドル品番：H-85B

外観上はH-85と同一です。形状には互換があります。
H-85Bは、取手の形状や動きを工夫することにより、大型製品におい
て取手を回す際に力が入れやすく改善されています。
施錠から解錠までのキー回転が90°から180°になります。
キー（N200）に変更ありません。

■当該変更はH1200以下のハンドル（小）が適用される機種限定であ
り、H1200超のハンドル（大）H-87は変更ありません。

ロッド棒およびロッド棒支持金具（H1200以下） ロッド棒の曲げ形状、ロッド棒支持金具の形状を変更し、ロッド棒
先端に樹脂キャップを追加することで操作性を良くします。

キー
N200

90°

解錠

施錠

180°

解錠

施錠

取手

ロッド棒 ロッド棒支持金具 ロッド棒 ロッド棒支持金具

樹脂キャップ

E OE

扉を開けた際のロッド棒が金具に
当たる金属音を軽減します。
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旧 新

端子向きを斜めに変更し、導体サイズをアップ

【参考】スマートオーダーメニュー「アース端子M8 → M10」

スマートオーダーなら、BJ以外のE、OE、SOEシリーズにおいても、
上記のM10アース端子にサイズアップができます。

⑬ アース端子の形状を変更。

アース端子(M10)
・幅：25mm
・板厚：3.0mm

旧 新

塗装色 ライトベージュ色
日塗工番号：L25-70B
参考マンセル値：5Y7/1

方眼目盛 なし

塗装色 基板クリーム色
日塗工番号：P22-80D
参考マンセル値：2.5Y8/2

方眼目盛 あり

⑫ 鉄製基板の塗装色を変更、方眼目盛をなしからありに変更。

BJ

BJ

定格電流
1000Aに対応

斜め向き

旧 新

フカサ寸法によって異なる部材（基台中）の形状 全てのサイズで部材形状を統一

⑭ 基台部材の一部形状を変更。 BJ

■ D200
■ D250

■ D300

L形状 Z形状

■ D200
■ D250
■ D300

Z形状

アンカー穴位置などに変更ありません。
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アース端子(M10)
・幅：20mm
・板厚：2.0mm



旧 新

外観および形状 鉄製OEと同形状に変更

基台アンカー穴形状 アンカー穴ピッチは新旧互換あり
鉄製OEと同一仕様

⑮ ステンレス製SOEの外観や形状を鉄製OEと統一。

■屋根形状
かぶせて溶接した一体構造
屋根傾斜なし。
屋根のヨコ寸法がボデー外形に対して
+4mm大きく、連結時に工夫が必要。

■屋根形状
ボルト固定した上載せ構造
屋根傾斜あり。
前後いずれの傾斜にもできます。
ボデーと屋根のヨコ寸法が同一で
ぴったり連結できます。
（鉄製OEと同一形状）

■基台形状
前面がボデー面と同一
（鉄製OEと同一形状）

SOE

■基台形状
前面が扉面と同一

前底面図

⑯ IP性能が向上。 SOE

旧 新

保護等級
片扉：IP44
両扉：IP43

IP性能が向上
片扉：IP54
両扉：IP44

基台交換（旧ボデーに新基台の取り付け）は穴位置が異なるためできません。
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旧 新

H1200以下とH1200超で異なるボデー水切り曲げ寸法と板厚 全てのサイズで構造・板厚を統一

H1200以下とH1200超で異なるハンドル H寸法に関わらず同一ハンドルに変更

ロッド棒付機種区分

ボデー間口寸法と基板寸法

扉、ボデー、基台の新旧互換性はありません。
既設旧製品の部材交換等で、新型の扉・ボデー・基台・止め金・
ロッド棒セットを取り付けすることはできません。
基板とハンドルについては、旧H1200超の場合、互換があります。

⑰ 製品高さ（H寸法）によって2種類の構造となっていたのを1つに統一。 SOE

H1200以下 H1200超

本体板厚 t1.5 本体板厚 t2.0 本体板厚 t2.0

照明パネル取付用
溶接ナット

H1200以下 H1200超

ステンレス
防水平面ハンドル

H-85S

H-87S H-87S

止め金のみ SOE35-78、-710、-712

ロッド棒付 上記以外の機種

止め金のみ SOE35-78、-710

ロッド棒付 上記以外の機種（SOE35-712
はロッド棒付に変更）

H1200以下

H1200超

全てのH寸法

全てのH寸法

止め金およびロッド棒の形状が変更となり、新旧互換はありません。

10/14

構造の共通化によって
H1200以下機種の基板
寸法が縮小となります。



SOE

旧 新

アイボルト 大型機種のアイボルトサイズをアップ

サイズ 個数

H1200超・W1400以上 M16 4

H1200超・W1200以下 M12 4

H1200以下 M12 2

サイズ 個数

H1200超 M12 4

H1200以下 M12 2

⑱ アイボルトサイズ区分を変更。

SOE

旧 新

⑳ 下面開口プレートを変更。

塗装なし 塗装あり（キャビネット本体と同色）

下面開口プレート
塗装吊り穴・
ステンレス識別穴を追加

材質（SUS304）、板厚（t1.5）、外形寸法は変更なし。

旧 新

水切り部に穴を設けて取り付け ボデー内側に別金具にて取り付け（鉄製OEと同仕様）

固定角度は約80°または約90°で変更ありません。

⑲ ドアストッパー仕様を変更。 SOE

底面を上から見た図

下面開口
プレート

ドアストッパー
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旧 新

部品構成

タテ方向の旧パネル用レールを廃止し、シンプルにします。
メーターパネルの外形寸法には変更ありません。

スマートオーダーではメーターパネルの穴加工にも対応します。

メーターパネル開閉蝶番・メーターパネル取り外し方法

メーターパネルの前後（奥行方向）位置調整方法と調整幅

■調整可能幅
D350：奥側（基板側）に約100mm移動可能
D500：奥側（基板側）に約250mm移動可能

■調整可能幅
D350～D500：奥側（基板側）に約100mm移動可能
スマートオーダーでのD400、D450も含みます。

なお、スマートオーダーでは、標準設定のないD250、D300でも
メーターパネル組み付け対応ができますが、調整可能幅は微調整
程度となります。

㉑ メーターパネルの支持構造を変更。

パネル用レール

パネル受け

メーターパネル
受けレール

メーターパネル

メーターパネル
取付金具

メーターパネル

サイドレール

※分かり易いように図は部材毎に色分けしています。実際の色彩とは異なります。

1. 固定ねじを外して

2. ボルトを緩めて調整

固定ねじを外して調整

目盛
目盛を廃止。
取付穴の
位置で識別。

ピボットヒンジ
レーバー操作でパネル
を取り外し

固定式蝶番
正面ねじを外して
パネルを取り外し

メーターパネル受けレール
D350～D500で共通のものを使用

サイドレール
D350とD500で異なる長さのものを使用

EM OEM SOEM適用タイプ

より安定してメーター
パネルを保持します

窓・メーターパネル付機種に適用されます。
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旧 新

電線捕縛が
容易になります

㉒ 側面に配線支持レールを追加。

溶接ナットに
配線支持レール
を片側2本づつ
組み付け溶接ナットのみ

※分かり易いように図は部材毎に色分けしています。実際の色彩とは異なります。
EM OEM SOEM

旧 新

木枠梱包 一般的な段ボール梱包

㉓ 遮光板付タイプの木枠梱包を廃止。
OE-D OE-LD
遮光板付機種に適用されます。
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旧 新

外観および外形寸法

遮光板組付方法：両頭ボルト ナットサート＋ねじ

片側からのねじ固定に変更したことで、お客様での背面遮光板取り
付けの作業性が改善します。

14/14

● 本書からの無断転載は固くお断りいたします。
● 仕様などお断りなしに変更することがありますのでご了承ください。
● 本製品の故障や瑕疵により、弊社の予見の有無を問わず生じた二次損害

につきましては、弊社は一切の責任を負いかねます。

〒480-1189 愛知県長久手市蟹原2201番地
お客様相談センター／TEL（0561）64-0152

㉔ 遮光板付タイプの外観や形状を変更。 OE-D OE-LD

遮光板の側面に通風を
促すスリットを追加。

背面遮光板は
側面遮光板の
曲げフランジ
に組み付け

背面側

本体サイズによって
背面遮光板横幅寸法は
W-7かW-11のいずれか

背面遮光板横幅を拡大

背面遮光板は
本体背面に
組み付け

アイボルトの個数（2個/4個）
とサイズ（M12/M16）は、
本体サイズによって変わります。

アイボルトの個数、
サイズ区分に変更
ありません。

遮光板厚みの変更により、最外形寸法が変更。

輸送中の破損を防
ぐため、背面遮光
板は本体に組み付
けずに梱包されて
います。

背面遮光板は本体
に組み付けずに同
梱なのは変更あり
ません。

両頭ボルト

ナット
ナット

ナットサート
（めねじ）
遮光板側にかしめ

ねじ


